
都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

北海
道

感染対策上の事例
●感染対策の方法
●ご家族面会制限について

●行政からの通達に添って感染対策を実施。毎月のお便りに入居者様の顔や生活の
様子が見えるように誌面を工夫し、ご家族に様子をお伝えできるように工夫

北
海
道

ケア上での事例

●面会禁止になりご家族よりいつ
になったら面会できるかと問合せ
があった。
●様子の問合せもあった。

●面会禁止になりご心配をおかけしていました。ホームでは外の環境変化で散歩当
にも行けなく、ボランティア活動もなくなり刺激がなくなり、ADLの低下が心配され
た。

●室内でのレク活動を増やしホームページの更新を増やしご家族に、入居者様の様
子を見ていただいている

●ご家族からの反響があり元気な様
子を確認できて安心していると回答
があった。ホームページに顔を載せて
はいけない方もいるため配慮した。

北
海
道

感染対策上の事例

●感染予防として、面会規制など外
部との接触を極力避けているが、認
知症共用型デイサービスの営業は
継続していかなければならないた
め、相応な対応が必要となった

具体的な対応事例については、機関誌『令和 ゆったり』2020年9・10月号に掲載予
定です。ご参照ください。

北
海
道

感染対策上の事例 ●感染対策マニュアルをもとに実施

●特に特別な対応は行っていない。

●ご家族への連絡は面会制限をかけてから、こまめにとり、生活状況や体調の変化
について報告をしている

北
海
道

ケア上での事例、
職員・ご家族への対

応での事例

●面会について自粛の協力をいた
だき、しばらく会えなくなったこと
で、ご家族から「娘・息子の顔を忘れ
てしまっているのではないか」と心
配される声が聞かれた。
●職員へのエールがご家族や業者
さんから届いていた
●入居者が外出できず、ホーム内で
の自粛生活を送っていたため、毎年
恒例のイベントの縮小や、感染リス
クの認識が難しくソーシャルディス
タンスがなかなか保てない

●入居されている方の生活の様子は、カラーで（個別に）デジカメで撮った映像など
でお伝えしていた
●ご家族の顔を忘れないように、職員がご家族の名前で説明したり、（娘さんの○○
子さんも元気で生活していますよ）など、意識して会話していた。
●もともとご家族の写真を持参されて入居されている方がおり、写真をみていただ
く。今回、改めて持参されたご顔z九もいらっしゃった
●こまめに生活の様子について電話で全ご家族へ連絡し、郵送でもお伝えしていた。
●職員間での仲間意識を重要として、チームで取り組んでいることを職員やご家族
に伝わるよう声を出して常に動いていた（ホーム新聞の活用）
●気分転換できるようホーム内でのレクや食事の席だけでも離れていただけるよう
限界はあるが、職員が意識してセッティングし随時誘導している

●入居者のことはもちろんですが、ご
家族の様子も伺ってお互いに情報交
換し、個人情報に配慮しながら、ご家
族への配慮も大切に動いている。

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

北
海
道

感染対策上の事例、
ケア上での事例、そ

の他

【感染対策】
●日々の掃除以外にも消毒作業を
業務内容に加えた
●スタッフが感染経理とならないた
めの工夫
●外部来訪者の制限

【ケア上での】
●入居者様の不安軽減とフレイル
予防への取組み
●ご家族との接点、関わりを絶やさ
ないための工夫
【その他】
●行政からの消耗品提供

【感染対策】
●手に触れる部分全般に対して、ハイプロックス アクセルでの消毒。掃除・消毒作業
を1日1回⇒1日3回へ増回。
●スタッフの健康管理として、出勤前の検温と体調の報告。併せて出勤後は速やかに
マスクを着用し、手洗い・うがいを実施。
●ご家族の面会を制限し、支払いや日用品の受け取りは玄関で行う。配送業者は玄
関先で納品とし、ユニット内に立ち入らない。ボランティア、美容室の来訪を中止

【ケア上での】
●テレビの報道が不安をあおるような内容が続いたため、懐かしの歌謡曲や昭和時
代の紅白歌合戦の録画などを鑑賞していただかい、気持ちが晴れるような雰囲気を
作った。
●ご家族の面会は制限したが、窓越しで電話を活用して会話ができるようにした。毎
日のお便りに日頃の様子がわかるような写真を多数掲載した。ご家族との電話での
会話を推奨し、談笑の機会を設けた。

【その他：行政からの消耗品提供】
●3月末：紙製マスク、4月頭：手指消毒液、4月上旬：布製マスク、4月下旬：ピュアハ
ンドジェル

●入居者様に食前の「うがい・手洗い」
をしていただくことで、「自身で予防
する」との意識を持ってもらえるよう
に関わった。
●スタッフの健康管理と併せて、同居
家族の体調に変化があった場合に管
理者へ報告することを周知した
●法人内特別感染症対策会議の決定
事項を適宜スタッフへ回覧し、対応策
の周知・徹底を促した
●入居者様の不安を煽ることがない
ように、言葉がけや談笑の際に配慮を
続けた
●ハイプロックス アクセルの入荷困難
時に次亜塩素酸での消毒作業を行っ
たが、適切な水での薄め方やふき取り
方法についてスタッフ間で情報を共有
して取り組んだ

北
海
道

ケア上での事例

●2月より面会制限、3月からは面
会禁止となり、ご家族とも3カ月ほ
ど、会えていません。利用者様は
会っていないという実感がなく、様
子に変わりはありませんが、ご家族
は会いたがっている方もいます

●窓越しに会っていただいています
●写真をいつもより多く撮って、ご家族に送っています
●毎月、家族向けに出している広報誌に近況を載せています

●窓越しの面会だと、「どうして中に
入ってこないの？」と言われ、説明し
ても忘れてしまい不穏になることもあ
ります
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（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

北
海
道

感染対策上の事例、
ケア上での事例、そ
の他

●新型コロナの流行の兆しが出た1
月31日から外出自粛や面会制限を
行ったため、入居者様とご家族の関
わりがほぼできなくなってしまっ
た。
●職員および外部者からの感染持
ち込みが非常に心配だった

●iPadを導入して、顔を見ながらテレビ電話ができるように手配（5月25日開始）
●マスク着用、手洗い、うがいの義務付け
●出勤時は玄関で手指消毒、マスク交換、私物を使い捨ての袋に入れてから入出
●外着からユニフォームに着替える　※外に出る時は外着に着替える
●健康管理表（体温等）を記録してから勤務に入る
●申し送りや会議等は電話や書面でやりとりする
●換気の徹底（1時間ごとに実施）
●作業前・作業後の手洗いの強化
●食事は蜜を避けるようグループ分けを行い時間をずらして提供、また一人ひとり
の距離をとって食事（介助等必要な方は例外）
●普通の食器から使い捨ての食器に変更
●食事等の買い物は宅配サービスを利用し極力外へ出ないよう配慮
●マスクの備蓄を考慮し布マスクの作成
●外部の方が入らなければならない場合、体温や体調を記入の上、使い捨てのポン
チョを羽織って入室

●テレビ電話等の扱いは個人情報に
気を配る必要があると思います
●ご家族様からマスクや消毒液の寄
贈があったり、たくさんの方からねぎ
らいの声をかけてくださるなど、本当
に感謝です

北
海
道

感染対策上

●毎日、消毒を欠かさず実施（手すり、ドアの取っ手などなど）
●スタッフはもちろんですが、入居者もマスク着用
●通常の日常生活と変わらない環境に努める
●定期受診は、可能な限り、本人が病院へ行かず、スタッフにて代理受診
●家族への近況報告は、今までと同様に月1度の写真入り文書を送付と個別に電話
連絡。WEBでのシステムは現在機器準備中

●マスクの十分な確保
●マスクの中にガーゼを追加で着用
●消毒液、スプレーボトルの十分な確
保

●WEB検討・・・Zoom、LINE、ホー
ムページへの動画アップなど（コロナ
まん延が終息しても実施前提で進め
る）

岐
阜
県

地域との関係
●地域のボランティア、住民との心
の距離が遠くならないための方法

具体的な対応事例については、機関誌『令和 ゆったり』2020年9・10月号に掲載予
定です。ご参照ください。

岐
阜
県

ケア内容、職員への
対応

●面会制限により、ご利用者にスト
レスがたまり、スタッフへの暴言が
みられた
●スタッフの不安が大きく、退職希
望スタッフが2名発生した

●LINEビデオにより対応した
●新たな職員募集をかけ、3名補充できた

●コロナ時期に募集をかけるのは不
謹慎ではないかと感じるスタッフがい
た

3



都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

大
阪
府

経営、感染予防対
策、ケア内容、家族対
応、職員対応、地域
との関係

●面会を中止したことで、ご入居者
においては不穏が見られ、またご家
族からは不安・不満の声が出た
●職員は、通勤・勤務中の感染リス
クに不安を感じていた

●理事長をトップとする対策チームを立ち上げ、グループ内全施設・事業所の管理者
にて毎週ミーティングを行い、状況の変化に応じた対応を検討・共有するとともに、
チャット等を活用して入所者・職員の体調不良、国・行政・マスコミ等が発信する重要
な情報の迅速な把握と対処に努めた。
●理事長から全職員にレターを発信し、緊急事態宣言下での取り組み・心がけに関す
る依頼・勇気付け・感謝を行った。
●加湿器の増設し、次亜塩素酸水を常時噴霧した。
●ご入所者にマスクを常時着用いただいた。
●手洗い・うがい・手指消毒の回数を増やした。
●インターネットを活用した面会を実施する。（準備中）
●併設事業・他ユニットの職員との動線を極力分離した。
●運営推進会議は集まって開催せず、構成員に議案書を配付するにとどめた。
●訪問理美容・訪問歯科・物品卸業者等の立ち入りを中止した。
●電車・バス通勤者を対象に、一時的にマイカー通勤を認めた。
●次亜塩素酸水を職員に自宅使用向けに配付した。

大
阪
府

感染予防対策、家族
への対応

【感染予防対策】
●コロナを持ち込まない、持ち出さ
ない、拡げない

【家族への対応】
●面会自粛要請を出状（2月25日）
解禁（6月1日）

【感染予防対策】
・マスク着用　・出勤時手指の消毒・体温検針　・職員の7時間睡眠推奨
　　・フロアの換気　・職員の行動制限（3密を避ける。ライブハウス・スポーツジム
・カラオケ・居酒屋など密閉空間に行くことを控える）

【家族への対応】
　　・自粛要請を出してからはピタッと面会に来られなくなった。
　　・５月連休前に「アポロン通信」として各利用者さんのレク中の写真を撮り、その
内２枚を選んで貼り、スタッフからそれぞれの近況をコメントして全家族に送付した
ところ非常に喜ばれた。
　　・家族さんが所用で来訪されて時も、窓越しに面会していただいた。

●SNSやSkypeなどの情報伝達ツー
ルは果たして、認知症の利用者さんや
高齢の家族さんに受け入れられるの
か心配である。また、我々もそうした
ツールに詳しくなく、結局アナログ的
な通信方法を取ったが、それでもやっ
て良かったと思う。
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

大
阪
府

感染症予防対策、ケ
ア内容、家族への対
応、職員への対応

特別養護老人ホーム及びデイサー
ビス等と併設しているGHで、他の
事業所と十分に連携を図りながら、
リーダー会議・感染症対策委員会に
て協議を重ね、感染症対策を実施し
ている

●感染症予防の周知方法（情報発
信の工夫）
●面会制限の長期化に伴う情報発
信、面会の工夫
●外出機会の減少に伴う対応につ
いて

【感染症予防の周知方法】
●新型コロナウイルスに関する勉強会の実施（主に消毒等の方法について）
●全職員に感染症予防方法が周知されるように徹底事項についてミーティング事や
主任会議時のみでなく、周知事項が徹底されるように、厚労省のマニュアルを参考に
当施設独自の感染症予防をまとめた書類を掲示
　※主な対策：換気・消毒回数のルールづくり、更衣室を分けるなど職場内感染の予
防、毎日検温の実施、発熱・職場復帰までのルールづくり（併設の診療所との連携、自
宅での状況把握、状況を見ながら復帰時期の協議、管理医師の許可を得て、出勤許
可など）

【面会制限の長期化に伴う情報発信、面会の工夫】
●緊急事態宣言期間：ホームページブログ等を活用した情報発信、グループホーム便
りの発行（月１回）、
現状について電話にて報告。その際にご利用者とご家族がお話しできるように配慮
　※画像の使用について事前に許可を取得
●緊急事態宣言解除後：窓越し面会の開始
　※テレビ電話会議については、検討。

【外出機会の減少に伴う対応について】
●当初、市内の名所等をめぐる外出行事を予定していたが、計画を変更。緊急事態宣
言解除後、施設内屋上をテラスを活用し、バーベキューを実施。初めての企画でした
が、初夏の爽やかな風を感じながら、皆さんに楽しんでいただきました。

大
阪
府

家族への対応

●家族やご利用者の不安の解消方
法について。今まで来所できていた
家族も来ることが難しくなり、利用
者も不安になっている

●メールなどで活動内容を写真で送ったり、LINEを活用してテレビ電話で話しをし
たり、動画を撮影して活動風景を楽しんでいただいた。ひ孫ができたので大変喜んで
動画を見ていた

●個人情報もあるので、動画やテレビ
電話の際は他の利用者の声や名前を
撮らないように配慮が必要

兵
庫
県

職員への対応、行政
との関係、その他

●行政からの支援
●行政からのアドバイス

具体的な対応事例については、機関誌『令和 ゆったり』2020年9・10月号に掲載予
定です。ご参照ください。
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都道
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内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

兵
庫
県

感染予防対策、家族
への対応

●家族への対応

●感染予防対策

●LINEのビデオ通話を使って、ご家族にご利用者様の様子を見ていただいた。安心
されていました。なかには、いつもと違うことをすると不穏になるかもしれないと心
配され、ビデオ通話は使わず、様子だけをお知らせした方もいる。

●普段はスタッフも利用者様と同じテーブルで同じものを食べることになっている
が、食事介助のスタッフだけマスク着用で同席し、他のスタッフは見守れる距離のと
ころに机を用意し、離れて食事をしている

兵
庫
県

家族への対応

●件では、新型コロナウイルス感染
症に係る緊急事態宣言が5月21日
に解除となり、ご家族の皆さまには
次のような協力を依頼している
　「5月末までは面会禁止を継続。6
月1日以降は、キーパーソンの方の
み検温・手指消毒・マスク着用のう
え、玄関で短時間の面会は可として
います。但し、緊急時等、やむを得
ない場合は今後も継続します」

●ご家族に事務連絡等をする場合、できるだけ利用者の様子を伝えるように努めて
います。また、利用者の日常の活動を写真にとって、各ご家族へ郵送しています。施
設内の環境整備について、少なくとも1日2回の換気（10分程度）、テーブルやドアノ
ブ・手すり等の清掃は、今後とも継続します

緊急事態宣言は解除されましたが、新
型コロナウイルスは大変感染力の強い
ウイルスで、季節に関係なく感染は続
きます。今後とも、感染拡大の第２波
にも備えていかなければなりません。
引き続き、ご家族の皆さまには、感染
防止にご協力をお願いしています。

沖
縄
県

●法人として、新型コロナウイルス
対応時の規定等の整備を実施

●新型コロナウイルス対応時の特別休暇規程（臨時）を整備して設けた。

秋
田
県

家族への対応

●利用者様の100歳のお祝いとし
て、ご家族を呼びホームで一緒に祝
う予定だったが、面会禁止となり利
用者様と職員だけで祝った

●後日、ご家族様へお祝いの会の様子の写真と本人直筆の色紙を郵送した。その後、
お礼の手紙と手作りマスク（職員用）が送られてきた

●動画撮影をして、家族様へプレゼン
トをした方が良かったかも

秋
田
県

ケア内容

●定期で来てもらっていた訪問理
容が、先方の事情で継続できなく
なった。このタイミングもあり新し
い訪問理容を検討することも店舗
に赴いての理髪・整髪にも積極的に
なれなかった

具体的な対応事例については、機関誌『令和 ゆったり』2020年9・10月号に掲載予
定です。ご参照ください。
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

秋
田
県

ケア内容
●面会および外出自粛によりホー
ム内で過ごす時間の品質向上を考
えた

●有線（USEN）放送を導入し生活環境としての音楽を住空間に供給した。一日中テ
レビをつけっぱなしではなく、かつシーンとしてもいない、くつろげる雰囲気ができ
た。職員のリラックスにも貢献していると思いたい。

●アニマルセラピーの定期訪問も当然自粛であるが、ホームのホールのガラス窓越し
に散歩の途中で立ち寄ったセラピードッグと対面できるようにした

●聴いている人がそこに音楽が流れ
ていると意識しないで済むような、
ヒーリングクラッシックや軽いジャズ
が万人向けと思われる。ときに歌謡曲
など歌詞のあるチャンネルも使用する
が、長時間だと疲れるので注意した
い。以前はCDで聞いていたが、有線
放送の契約料：月3,000円台で様々
な音楽が聴けると考えれば、月に一枚
CDを購入するより断然安いと思え
る。

●犬たちもホールを気に入っており、
窓を開けると室内に入ってしまうこと
があるのでここは我慢のしどころであ
る

秋
田
県

感染予防対策

●最新情報および対策を全体で共
有する

●情報量・更新頻度および枚数が多
いため紙ベースの共有だけでは追
い付かない。各職員のスマートフォ
ン端末でも情報を確認できるよう
にしたい

●連絡網として活用しているLINEグループにリンク先をアップする。各自アクセスし
て内容を確認する

●特に重要な情報はそのまま読めるようPDFやスクリーンショットをアップしてリン
ク先につながなくとも確認できるよう工夫する

●できれば履歴の保存やセキュリティ
を考えてMCS（Medical Care
Station）などほかのアプリケーショ
ンを使用したいところであるが、職員
のITリテラシーからLINEが手軽であ
り、やむを得ず使用している。

●LINE通話はSkypeなどオンライン
面会の手段のひとつとしても事務所
のタブレット端末にも導入している

共有の際、マンネリ化しないよう独自
のコメントを付け加えるなど工夫する
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

秋
田
県

感染予防対策、ケア
内容、家族への対
応、職員への対応

●利用者様の中には、面会制限に
よりご家族に会えない寂しさや不
安を感じている方もいた。また、ご
家族も、利用者様の心身状態や生
活の様子に変化がないか心配され
ている方もいた

●雪が消え外出を楽しみにしてい
た矢先に感染予防対策で外出の機
会が減り、ストレスに感じている利
用者様もいた

●新型コロナウイルス対応機関にお
ける特別休暇制度を新設した

●ご家族に安心していただけるよう、毎月発行しているご家族向けのお便りで、GH
内でのコロナウイルス対策や、対策をとった上での生活の様子（アクティビティなど）
を、写真を多く使用して利用者様の表情や元気な様子をお伝えしている
●利用者様とご家族が電話で会話できるように機械を作っている。Skypeでの通話
も可能にしているが、まだご家族からの利用希望はない
●6月1日からは、条件付きで面会制限を解除している（県内在住の方で過去2週間
以内に海外や県外との往来がなく、健康状態の良い方に限定・面会時もこちらで決め
た感染予防対策を守っていただき面会していただいている。

●少人数でのドライブやGH周辺の散歩など可能な限り戸外に出かけられるようにし
ている。月1回程度していた外食も現在はできないためテイクアウトを活用したり、館
内でのイベント色を通常より多く企画したりして少しでも楽しんでいただけるように
工夫している
●感染予防対策で利用者様による調理作業も一部制限したりしているが、手芸や園
芸作業、趣味的な活動の時間を増やすなど、活動の工夫をしている

●職員や職員の家族が感染を疑うような症状がある場合・学校の臨時休校等による
子供の世話・職員の家族等が仕事当等により県外との往来を予定される場合など、
コロナウイルス関連による職員の休みについて特別休暇制度を定めている。通常付
与している有給休暇に5日プラスして有給休暇を取得できるようにしている

大
阪
府

感染予防対策、家族
への対応、職員への
対応

●感染予防対策
　面会の中止
　共用デイの中止
　出勤時の職員検温、マスク着用の
徹底
　Wワークの夜勤専門職員を断る等
ウイルスを持ち込まないよう対応

●タブレット端末を購入し、家族さんが面会に来られた時に利用者さんの部屋と玄関
でWEB面会ができるようにした
●使い捨てマスクが不足がちなので、手作りマスクにて対応した
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

大
阪
府

ケア内容、家族への
対応

●面会禁止になって、家族には園で
の生活の様子を、こまめに連絡して
いたので理解いただいてましたが、
利用者は「家族が来ないなど家にい
るのかな」「どうしているのかな」と
何度も聞かれ不安な様子が見られ
た

●家族に連絡を取り、利用者と電話で話していただく。また、離れたところより、ガラ
ス扉ごしに元気な姿を見ていただきました。そして、近況のお手紙と共に写真を送っ
たところ家族より喜びの電話をいただきました

●何度も連絡を入れると好まれる家
族と、少し迷惑に思われる家族がいた
ので考えさせられました

大
阪
府

ケア内容、職員への
対応

●私たちは、入居者さまと会話をす
るとき、言葉だけでなく、全表情を
使用して会話をしています。感染予
防より、全スタッフにマスク着用に
て勤務に入るが、マスクをつける
と、コミュニケーションが困難にな
る入居者さまもいらっしゃいます。
マスク着用の環境は、いつも以上に
労力がかかります

●マスクが予防からファッションに変わる
　新人スタッフが、お休みのなか、お子さまたちと、全スタッフにマスクを作ってくれ
ました。このカラフルなマスクの効果がすごい発見へとつながりました。
　カラフルマスクを着用後、入居者さまの表情がにこやかになりました
　入居者さまが、カラフルマスクを見て話してくれました。『元気になりますね。やっぱ
り自分らも元気にならないと』
　カラフルマスクは、風に揺れて手を振っているかのようなお花のように、入居者さ
まへパワーを与えてくれました

大
阪
府

感染予防対策、職員
への対応

●3月下旬から4月上旬より、市中
にマスクが不足し職員が入手でき
なかった。そのため、コロナウイルス
に感染することを職員が不安に思
い、また職員が感染しやすいことで
利用者様への感染の可能性が予想
された

●利用者様の一月のマスクの使用量を1箱50枚×5箱と想定し、在庫が半年分ほど
ありなおかつ、4月1日に政府よりマスクを配布するという政策発表もあったため、勤
務中に用意できない職員にマスクを配布した。職員の使用量は一月に5箱と想定し
た。

●利用者様が使用するときに不足し
ないようにマスクの数量管理すること
が大切です。こういった感染症に備
え、マスク、アルコールは普段から半年
分ほどの在庫を確保した方が良いと
感じました。当事業所であれば、マス
ク半年分30箱以上、アルコール半年
分25ℓ以上と考えております

大
阪
府

ケア内容、家族への
対応

●散歩などの外出を中止としてい
るため、通常とは違う状態に利用者
の精神的な面の変化あり

●状態確認の問合せ電話が増え
た。特に面会再開について

●玄関先で花壇を見たり日光浴を行っている。

●面会再開時には必ずこちらから連絡をするということと、ホームでの様子を伝えて
いる。また、通常は全員向けのおたよりを郵送しているが、個別に普段の様子を撮影
し手紙に載せ郵送している

●家族より電話での問い合わせが
あった場合、利用者本人とも話ができ
る取組みを考えている
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

大
阪
府

感染予防対策、家族
への対応、職員への
対応

●緊急事態宣言が解除になり気の
ゆるみから感染症予防が疎かにな
る

●面会禁止が続き、家族から「まだ
面会はできませんか？」との問い合
わせがある。入居者も家族に会えな
いことで寂しさや不安な気持ちに
なっている

●職員および来訪者（業者など）のうがい・手洗い・検温の徹底。風邪症状や37.5℃
以上の場合は事務所に申し出を行い速やかに退荘する。また、職員はこまめな手洗
いを行い、1介護1手洗いを徹底する。3密にならないように行動の自粛を呼び掛け
ている。

●家族に連絡する時や郵送物があるときには最近の様子を話したり書面にて安心し
ていただけるようにしている。また、一部の入居者になるが、家族へまたは家族から
の手紙のやり取りをされ「文通、なつかしい」と楽しみにされている。

●家族の中には、「緊急事態宣言解除
になったのでもう面会していいのと違
うのか」と言われる方もいる。施設と
しては感染経路がわからないので接
触率を最低限に抑えたい、とご理解ご
協力をお願いしている。

兵
庫
県

家族への対応・職員
への対応

●家族様の面会が禁止になり、家族
様より様子を教えて欲しいとの希
望が増えた

●入居者様も外出する機会がなく
なり、不穏な様子が見られた

●職員には、通勤時の感染予防対
策を説明した

●家族様から連絡があった際は、入居者様と電話を交替し、お話ししていただいた
り、状態をお伝えさせていただいた。また、短時間、桜の頃にお花見を行い、撮影した
写真を家族様に郵送させていただいた

●職員には、出勤時の検温、マスクの着用、うがい、手指消毒の徹底、施設内の換気、
3密を避けることを説明し予防策を講じる、検温票の設置

●今後、ビデオ通話など、入居者様の
様子を見ていただけるようにしたい

兵
庫
県

感染予防対策・家族
への対応

●2月末から入居者様の家族に面
会をご遠慮いただくようにお願い
したところ、以前から頻繁に面会に
来られていた息子さんがご自身の
ビデオカメラを持ってこられ、これ
で撮影して欲しいと言われた

●職員に、感染予防対策について
のルールを書面にして配布した

●ビデオカメラを預かり、時間があるときに撮影し、息子さんには玄関でお渡しして
みていただいた。お母さまの様子がわかり安心されていた

●出勤前の体温測定を義務付け、もし体調が悪いときは無理をせず、管理者に連絡
などのルールを徹底した。家族の面会も遠慮いただくこと、ボランティアの来訪も中
止することなどを書面にまとめた。書面にすることでそれぞれの職員がいつでも確
認することができ、意識をもつことができた

●ほかの利用者が写りこまないよう
に注意した。高価なものを預かったの
で、取扱いには注意した
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

大
阪
府

感染予防対策、家族
への対抗、行政との
関係

●共用デイ運営を感染拡大に伴い、
3月末より3段階を経て縮小、4月
15日に大阪府より、「通所・短期入
所は施設使用制限該当ではない
が、家庭での対応が可能な場合に
は、可能な限り利用の自粛を要請す
ること」との要請があり、4月末にデ
イ運営休止に至る。その後、5月23
日の緊急事態宣言解除に伴い、「近
所・短期入所利用自粛要請の終了」
通知により、第二波発生無を確認し
たのち、6月中旬より順次運営を再
開

●デイの縮小は、①利用者、ご家族からの感染器具による自発的利用休止、②複数の
通所介護利用者に対して事業所一本化を相談して減員、③デイなしでは生活が困難
な利用以外は利用自粛を相談、減員
大阪府の要請により、③の方にも緊急事態宣言解除後まで、休業への協力を依頼し、
ケアマネさんと調整の元に休業に至った。うち、1名は緊急ショートステイにて支援。1
名は週1回ご家庭での入浴介助訪問を行った。3名のご家族様には自宅介護につい
て電話相談を行いGHの相談機能を発揮した。再開は、③の利用者の方から順次開
始。昼食時は飛沫防止アクリル板を使用

●4月の感染ピーク時は、「外出自
粛」、「人との接触8割減」要請下、大阪
府では新型コロナが足元まで迫る感
があり、デイ利用者、ご家族の安全を
守るためのデイ休業を説明し、何とか
ご理解を得た。GHご家族様の面会自
粛を要請している関係もあり、デイご
利用者・ご家族様には負担をお掛けし
ましたが、休業はやむを得ない判断で
あったと思います。新型コロナ対応に
ついては、都道府県・生活エリア・家族
環境により、受け止め方と対応方法に
かなりの温度差が存在の感がある

大
阪
府

感染予防対策
●共有スペースであるリビングの窓
は開けているが、換気量増大のため
天井換気扇の増設を行った

●各階ユニット（3フロア）のリビング天井に換気扇を各1台増設。会議室にも1台増
設。春時期は窓開放対応可能であるが、夏季は全窓開放では室温管理に支障がある
と推測し、工事を実施した。費用は30万円強。

●天井裏スペースに余裕が少なく、取
り付け箇所と工事には困難が伴った

大
阪
府

感染予防対策

●第1派が収まった5月以降に感染
防護品の備蓄を開始し、必要最低限
の物品をそろえた。その後、職員に
対し新型コロナ感染症発生時対応
研修を実施した

具体的な対応事例については、機関誌『令和 ゆったり』2020年9・10月号に掲載予
定です。ご参照ください。

岐
阜
県

●2月末より不要不急の面会、外出
は遠慮していただくよう郵便で連
絡した

●活動の様子を写真にして、請求書に同封して送った。玄関先で様子伺いをしても
らった
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

●新規利用者の入所がスムーズに
行えなかった。老健等施設から来ら
れた方は、緊急事態宣言が解除さ
れるまで面会に行けなかった。ご自
宅から来られた方も、コロナが落ち
着くまで、入所日を延期したので、
空室の期間が長くなった

●コロナ感染者が増えるなかで、新規両者を受けるのはリスクが伴う。しかし、GHの
ように少人数の施設は一人利用者がいないだけでも、経営に影響するので、いつま
でも空室のままにしておけない。なので、ご自宅から来られる方には、家族構成やど
のように感染対策を行っているかの聞き取りを行い、入所前までの体温や体調の聞
き取りを行った。施設から来られる方には、双方の施設で発熱者が出た場合は、入所
の延期など、状況に応じて対応する旨を事前に伝えて対応を行った。

福
岡
県

感染予防対策、家族
への対応

●ご家族様には4月10日～6月10
日まで面会禁止とさせていただき、
訪問リハやマッサージもその間、禁
止としていました。定期的に面会に
こられてたご家族がこられなくなっ
たことで、不穏状態になる方もあら
れました。

●LINEがつなげるご家族様とはLINEのビデオ通話でお話していただき、元気な様
子を見ていただき安心されていました。ホームページにご家族専用ページを作り、日
ごろの様子を写真で見ていただきました。玄関外のベンチでの面会は許可するとし
て、マスク着用と消毒、検温後に玄関先での面会を行っていただきました。

気候が暑くなってくると玄関先での面
会も厳しくなる

大
阪
府

経営

上記参考資料：コロナ対応で購入した物品（GH5施設分　期間：2/28～5/1）
キッチンハイター：3,709円　・マスク：327円　ゴム手袋：272円　おむつ・トイレットペーパー等：383,462円　ゴム手
袋：275,000円　体温計3本：8,085円　キッチンハイター：3,709円　プラテ・アルコール：48,900円　マスク：8,140
円　ハンドソープ：547円　マスク：749円　キッチンハイター：3,709円　プラテ・アルコール等：295,464円

合計：1,032,073円
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

兵
庫
県

職員への対応

●換気や手洗いをするように呼び
掛けただけでは失念するスタッフを
見かけた
●出勤前に体温測定を自宅で行い
自己申告としていたが、多少の体調
不良なら出勤しようとするスタッフ
がいた。自己申告だけでは正確に
把握することが難しいと感じた。
●サージカルマスクや布マスクだけ
ではコロナウイルスの予防が不十分

●50人以上のスタッフが在籍しており、新人からベテランまで意識を向上させ、しっ
かりした感染症対策がとれるように以下の点を行った

①スタッフへの自覚を促すためチェックシートを作成し、管理者またはリーダーが1日
5回スタッフに実行の確認をした。同様に食事やおやつ前には入居者様の手洗いの
実施を確認し、地道に徹底してもらった

②出勤時に入り口で第3者に検温してもらい記録をした。また、第3者からみて体調
不良がないか、観察も併せて行い、紛らわしい場合は管理者へ報告するようにした。

③スタッフ用のフェイスシールドをラミネーター用フィルムと眼鏡（普段着用しないス
タッフには100円の眼鏡を準備）を利用し作成し、全スタッフに配布した。入浴介助
時以外は着用することとし、見えにくい、フィット感等に不具合が生じるスタッフは自
分で工夫するか、代替品を準備してもらった

①毎日決まった時間に核にをした。次
第に職員の返事が「今からします」か
ら「もうしています」へと変わってい
き、習慣化され徹底できた

②第3者が検温や体調観察を行うこ
とで、緊張感があり、スタッフ自身が
体調管理に努めるようになった

③暑さを理由に装着が徹底できてい
ないスタッフを見かけたら、目からも
感染することを説明し、装着の徹底を
図った

沖
縄
県

感染予防対策、家族
への対応、職員への
対応

●面会制限で会えないので様子を
知りたいとの希望があった

●数名の職員が発熱などの体調不
良のため休みとなった

●運営推進会議の3密が避けられ
ず未実施となった

具体的な対応事例については、機関誌『令和 ゆったり』2020年9・10月号に掲載予
定です。ご参照ください。

沖
縄
県

感染予防対策、家族
への対応、職員への
対応

●面会禁止で入所したばかりの利
用者様の様子をしりたい

●利用者様から、家族は会いに来な
いの？と不安な様子

●LINEにて、ビデオ通話にてオンライン面会を行った。楽しそうに話しをされていた
（最初に家族の了承を得てから）

●ベランダから２～３ｍ離れての面会も行った（利用者様はリビングに座り、家族様
はフェンス超しでの会話を行った）

●自宅へ車に乗り、サプライズ訪問を行った

●家族様とても喜ばれていた

●ご近所の方は（家族が）車いすで散
歩しながら自宅へいき、面会した
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都道
府県

内容 具体的な事例 対応策 その他、注意点など

（公社）日本認知症グループホーム協会　広報・情報委員会実施「新型コロナウイルス感染症　対応事例」アンケート回答一覧　（5月中旬～6月中旬頃回答）

沖
縄
県

感染予防対策、ケア
内容

●入居者のマスクの対応が難しく歌
会を中止とする（ホール向かい合わ
せ）
●コロナ騒ぎで、入居者も、職員も
気分が落ち込む

●自室にて、職員と並行で個人ケア
●玄関にベンチがあり、外気浴しながら２、3人平行でケア
●ドライブやお散歩にできるだけ行き気分転換をはかる
●母の日や父の日などイベント企画、手作りのケーキやリクエストの美味しい物を提
供する

●ついたても考えたが、入居者が触れ
て倒れる、テーブルが狭くなる（個別
の作業がしにくい）、悲しくなるなど却
下となる

沖
縄
県

●職員に不安が広がった
●デイ利用者に発熱者が出た
●備品（マスク、アルコール等）の不
足の心配

●感染対策に関する勉強会を実施。予防に関するチェックリストを作成し、毎日確認。
モチベーション維持のため、一時金を支給

●デイ利用の休止。昼食の弁当を配達。バイタルチェックの実施

●マスク、アルコールは高額でも購入

●感染に関する勉強会は繰り返し実
施した方がよかったかもしれない。
●デイ利用停止し利用者の自宅に訪
問することに不安がある職員に対し
ては、もっと丁寧に説明した方が不安
感は少なくなってたかもしれない。
●備品不足はかなり不安だったので、
かなりの経費を使ったが、もう少し冷
静になった方がよかった。普段からあ
る程度の在庫は必要と思う

沖
縄
県

家族への対応、職員
への対応、行政との
関係

●感染予防のため面会禁止（緊急
事態宣言解除後は面会制限）
●職員の健康チェック
●会議等の中止

●家族とのガラス越しにての面会、電話などで利用者の様子を伝える
●職員の毎日の健康チェック表（職員家族を含む）を作成し、健康チェックを行う
●ホームでの消毒（手指食毒）、換気、マスク着用
●行政との相談にて、4月、６月の運営推進会議の中止（感染予防、他の方との接触
を避ける）

●ホームで過ごされている利用者を
感染から守るため、予防を行っている
が、感染が拡大すれば今での予防えは
不十分だと思う。恐怖しかない

沖
縄
県

家族への対応、職員
への対応

●面会を約1か月半中止した
●職員にマスク、消毒、体調管理を
行ってもらった（出勤の時は、体温
測定）

●ご家族にTELし、現状の説明、TELにて会話を行った

●やはり顔を見られないことで、ご家
族も、利用者も寂しい思いをしたと感
じた。今後は、ネットを利用し、家族と
の顔を見ながら会話をしてもらう予
定

沖
縄
県

感染予防対策、ケア
内容

●三密を避けるため、少人数ごとの
対応を実施した

●１Fは5名ユニット、２Fは4名ユニットのグループ分けを行い、それぞれ担当スタッ
フを割り当て、接触リスクを減らした

●勤務時の調整やスタッフの増員（新
規雇用）を要した
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